
障がい者雇用の取り組みについて

２０２２年２月

生活協同組合ユーコープ

本部所在地 横浜市中区桜木町１－１－８日石横浜ビル２２・２３F



ユーコープの概要 （２０２０年度末現在）

事業エリア：神奈川県・静岡県・山梨県

おうちＣＯ-ＯＰ 宅配センター：２９事業所

店舗：９８事業所



コープ
リサイクル
センター
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私たちの職場で働く仲間たち
＝２０２１年９月現在、10４人の障がい者が３県で働いています＝

◎週30時間以上49人（正規職員含む）

・週20₋30時間未満31人

・週20 時間未満24人

◎身体障害35人、精神障害37人、

知的障害32人

◎60事業所

28店舗、19宅配センター、リサイクルセン
ター、福祉事業部3事業所、本部9事業所
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障がい者雇用の意義・目的

◇事業所(宅配センター・店舗)、本部部局におい
て障がい者雇用をすすめ、障がい者と健常者である職員
・パート職員・アルバイト職員が同じ職場、同じルールの
中で、お互いに認め合い・学び合い人間として支え合うマネ
ジメントを大切にし、1人1人が能力発揮できる職場、組織に
なれることをめざします。

◇雇用されている事業所の広がりをめざします。
◇結果としての社会的役割を果たします。
(＊障がい者法定雇用率を満たします)



雇用率と算定数の推移
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障がい者雇用の取り組みの概要

■ 各地域の関係機関と連携した事業所での障がい者雇用プロセスの推進
（１）障がい者雇用支援担当が、宅配センター・店舗にて、所属長に障がい者雇用の目的や就労の流れを説明

⇒事業所では、職場での障がい者雇用への理解と合意づくり⇒障がい者雇用のための作業の切り出し

（２）地域の就労支援センター対象に障がい者採用に向けた説明会を実施し、実習希望者を募集

⇒各地域機関（障害者職業センター・就業生活支援センター・ハローワーク、横浜市健康福祉局等）の協力

（３）実習後、就労希望を聞き、採用面接を実施⇒採用へ

■ 採用までは50％。定着の取り組みこそが重要
・ 本人を中心に所属長・支援機関・本部の支援担当が参加して、「１・３・６ヶ月に振り返り」を行う

・不安定就労者へは継続的対応。困難度の高い場合、契約時間の短縮、休職なども検討し、粘り強く対応。

算定人数２２．５人以上の事業所に１名配置目標。週２０時間の雇用創出を軸に取り組み。



障がい者の採用は３－５カ月かけて行います
＝定着・安定就労へ「振り返り会」も1.3.6カ月目に実施＝

障がい者雇用のすすめ方

ステップ1 ステップ2 ステップ3

求人要件策定 職場見学会　2回開催 職場体験実習　5日間

障がい者求人マッチング表 1回目　職場見学会 職場体験実習スケジュール計画

の策定 就労支援機関　支援担当対象 ・プロフィールシート

2回目　職場見学会 ・覚書(就労支援機関側2部作成)の締結

応募候補の障がい者対象 実習スケジュールの事前打合せ

ハローワークへ指名求人手続き ステップ4 ステップ5 ステップ6

就労支援機関へ実務連絡 採用面接 契約手続き・入職準備 入職・定着支援

正式指名求人表の送付 <必要書類＞ 入職準備打合せ会の開催

・ハローワーク紹介状 就労支援機関担当(orジョブコーチ)と

・障害者手帳写し1部

・写真付き履歴書

支援機関支援担当同席希望は同席 入職1ヶ月振り返り会の開催

採用合否の通知

面接日翌日から1週間以内

ハローワークへの合否結果報告(FAX)

⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒



宅配センター・店舗での募集作業例
募集人員： 週契約時間： 20H

時間帯： 1日就業時間： 4H

部門 就労ステップ
切出し
作業

内容
所要
時間

必要な技能/
スキル

作業場所

採用時より担う
作業

入荷商品の仕分け
カゴ者に混載された商
品を売場通路毎に仕分
けます

０．５H
該当商品の買い場レイアウ
ト、陳列場所を覚える。

店内

採用時より担う
作業

商品の陳列
通路毎に仕分けされた
商品を補充陳列します

2.5H
飲料等重量物を扱える力が
ある。日付を見て陳列作業
ができる。

店内

採用時より担う
作業

商品の補充 同上 １H 同上 店内

採用時より担う
作業

F管理 商品の賞味期限点検 １H
値引き機が操作できる。陳
列日付限界商品を発見でき
る。

店内

グ
ロ
サ
リ
ー

1人

9：00～２１：００

募集人員： 週契約時間： 20H

時間帯： 1日就業時間： 4H

部門 就労ステップ
切出し
作業

内容
所要
時間

必要な技能/
スキル

作業場所

採用時より担う
作業

積込作業
箱ごとの荷物をトラック
荷台奥から重ねていく。

1.5Ｈ
重くて8ｋｇ程度の荷物が持
てる。

トラック荷台

採用時より担う
作業

蓄冷材の投入
急速冷凍庫へ蓄冷材を
並べて投入する

1Ｈ
蓄冷材を並べる作業ができ
ること。６ｋｇ程度の重さを持
てる。

倉庫内

採用時より担う
作業

カゴ車・ドーリー片付
け

カゴ車やドーリーを定位
置にまとめる。

適宜
カゴ車を引っ張ること、およ
びドーリーをもって重ねるこ
とが出来る。

倉庫内

採用時より担う
作業

[おうちでもう逸品]の
仕分け

夕食宅配にてお届けの
商品をコース別に切り
分け。

0.5H
仕分け表の見方とセットの
仕方

倉庫内

採用時より担う
作業

センター内清掃作業
毎日の倉庫内の掃き掃
除と月に1回程度のトイ
レ掃除など。

1Ｈ
汚れの判断ができ、掃き掃
除、拭き掃除ができる。

倉庫内、センター内

積
込

1人

8時～12時



週契約時間別人数の推移
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障がい者雇用事業所の推移と広がり
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定着支援（不安定就労対応）は、本人を真ん中に

所属長・支援機関（＋家族）とのチームワークで

・２カ月の順調就労から、突然１か月休職

⇒家族、支援機関の対応と情報共有、職場が復帰を待って復職、乗り越える

・ 「職場で私の悪口を言っている」、「朝起きれない」、早退と欠勤が頻発

⇒神奈川障害者職業センターに相談、支援機関との継続的連携で安定へ

・自分の意見を主張して指示を聞かない。周りが腫れ物に触るような対応に

⇒支援機関からの専門的知見のフォロー受け、同僚の対応に変化と安定化



障がい者雇用の前進のカギは？

職場状況 所属長の理解とリード
職場（パート職員）の理解と合意

職場の風土、コミュニケーション状況

ダイバーシティ促進に関する方針

経営基本方針

就労支援機関、そして各地域機関（障害者職業センター・就業生活支援セ
ンター・ハローワーク、横浜市健康福祉局、川崎企業応援センター等）、

特別支援学校とのつながりと連携なくして企業の障がい者雇用は進まない。

• 見学会開催への就労支援機関への情報共有と参加組織

• 就労支援機関の毎月（毎週・毎日？？）の訪問、当事者フォローと定着支援

• 障害者職業センターへの相談と、ジョブコーチ派遣

• 職場見学会や職場実習の継続的受け入れ



生き生きと働ける職場とは？

＜障がい者の方の安定就労＞

① まず、生活環境の安定

② そして、自身の障害理解と管理

③ その上に、職場での仕事

＋ ハラスメントの無い職場運営

私たちも、全く同じではないでしょうか？

職場

健康・障害

特性・困り事

生活



ありがとうございました。


